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第４に，高速道路の FWD調査データと NEXCOが保有する PMSに蓄積された補修履歴データを
結合させた舗装構造の推計データベースを用いて，舗装各層における構造的耐力の低下過程を
表現する連続型比例劣化ハザードモデルを推計している．その結果に基づいて，今後想定され
る高速道路の舗装構造の大規模補修政策に関して有用な知見を取りまとめている． 
 
以上，要するに，本論文は，高速道路舗装の大規模補修のための舗装構造設計方法の
開発を目指して，舗装の構造的耐力の評価方法とその時間的低下過程のモデル化を通じ
て舗装設計スキームの高度化をめざしたものであり，学術上，実際上寄与するところが
少なくない．よって，博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める．また，平
成３０年８月１７日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格
と認めた． 
 
 
 
